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１【提出理由】

2019年６月17日開催の第40期定時株主総会において、決議事項が決議されましたので、金融商品取引法第24条の５

第４項および企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第９号の２の規定に基づき、本臨時報告書を提出する

ものであります。

 
２【報告内容】

(1) 株主総会が開催された年月日

2019年６月17日

 

(2) 決議事項の内容

第１号議案　剰余金の処分の件

　　　　　　　①　株主に対する配当財産の割当てに関する事項およびその総額

　　　　　　　　　当社普通株式１株につき20円　　総額　 2,135,026,160円

　　　　　　　②　剰余金の配当が効力を生じる日

　　　　　　　　　2019年６月18日

 

第２号議案　定款一部変更の件

             事業領域の拡大に対応するため、現行定款第２条（目的）に、事業目的を追加するものであり

　　　　　　ます。

 

第３号議案　取締役（監査等委員である取締役を除く）８名選任の件

　　　　　　　　　　取締役（監査等委員である取締役を除く）として、辻本憲三、辻本春弘、江川陽一、野村謙吉、

　　　　　　　　　根尾邦男、佐藤正夫、村中 徹および水越 豊を選任するものであります。
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(3) 決議事項に対する賛成、反対および棄権の意思表示に係る議決権の数、当該決議事項が可決されるための要件な

らびに当該決議の結果

 

決議事項 賛成数(個) 反対数(個) 棄権数(個) 賛成率(％) 決議の結果

第１号議案
剰余金の処分の件

895,445 313 184 99.34 可決

第２号議案
定款一部変更の件

895,522 236 184 99.35 可決

第３号議案
取締役（監査等委員
である取締役を除
く）８名選任の件

     

辻 本 憲 三 845,846 40,938 9,157 93.84 可決

辻 本 春 弘 876,376 19,382 184 97.22 可決

江 川 陽 一 886,297 9,461 184 98.32 可決

野 村 謙 吉 870,816 24,942 184 96.61 可決

根 尾 邦 男 886,234 9,524 184 98.32 可決

佐 藤 正 夫 891,191 4,567 184 98.87 可決

村 中　　徹 890,414 5,344 184 98.78 可決

水 越　　豊 889,976 5,782 184 98.73 可決
 

(注) 各決議事項の可決要件は次のとおりです。

　　 １．第１号議案は、出席した株主の議決権の過半数の賛成です。

    ２．第２号議案は、議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する株主の出席および出席

した当該株主の議決権の３分の２以上の賛成です。

    ３．第３号議案は、議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する株主の出席および出席

した当該株主の議決権の過半数の賛成です。

　　 ４．「賛成の割合」は、以下にて算出しています。

賛成の割合＝
(事前行使分＋当日出席の一部の株主)の議決権の賛成個数

(事前行使分＋当日出席の株主)の議決権個数
 

 
(4) 議決権の数に株主総会に出席した株主の議決権の数の一部を加算しなかった理由

事前行使分および当日出席の一部の株主から各議案の賛否に関して確認できたものを合計したことにより各決議

事項の可決要件を満たし、会社法上適法に決議が成立したため、本総会当日出席の株主のうち、賛成、反対および

棄権の確認ができていない議決権の数は加算しておりません。
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